
日 水月 木火 金 土

　
1
0
0
周
年
の
機
会
に
今
最
も
注
目

を
集
め
て
い
る
「
昭
和
」
を
考
案
し
た
み

や
こ
町
の
先
人
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
是
非
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　

令
和
８
年
（
２
０
２
６
）
は
「
昭
和

１
０
０
周
年
」
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま

す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
４
月
29
日
（
昭
和

の
日
）
政
府
主
催
の
「
昭
和
１
０
０
年
記

念
式
典
」
が
日
本
武
道
館
で
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
は
じ
め

５
６
０
０
人
が
出
席
し
た
式
典
で「
戦
争
、

復
興
、
高
度
経
済
成
長
」
と
い
う
激
動
の

時
代
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
同
日
、こ
の
世
界
最
長
の
元
号
「
昭
和
」

を
考
案
し
た
吉
田
増
蔵
の
出
身
地
で
あ
る

み
や
こ
町
で
も
特
別
展
が
は
じ
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
日
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

終
了
後
、
特
別
展
に
貴
重
な
資
料
を
提
供

い
た
だ
い
た
豊
後
高
田
市
の「
昭
和
の
町
」

の
「
駄
菓
子
屋
の
夢
博
物
館
」
の
小
宮
館

長
に
よ
る「
昭
和
を
活
か
し
た
町
づ
く
り
」

と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
「
吉
田
学
軒
顕
彰
会
」
な
ど
関

係
者
を
は
じ
め
町
内
外
か
ら
多
数
の
方
々

に
ご
来
館
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
別
展
で

は
吉
田
増
蔵
の
生
涯
や
功
績
に
関
わ
る
貴

重
な
資
料
の
展
示
と
共
に
「
昭
和
レ
ト
ロ

グ
ッ
ズ
」
の
展
示
で
「
懐
か
し
い
！
」
昭

和
の
生
活
空
間
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
裏
面
参
照
）
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博物館休館日カレンダー
2026 年  6 月

▲ 吉田増蔵による「昭和」考案の経緯や関連資料について
　様々な質問を受けました。

▲ 企画展の入口では「昭和」のヒーローやキャラクター
　がお出迎え！

▲ 

昭
和
の
み
や
こ
町
内
で
撮
影
さ
れ
た
モ
ノ
ク
ロ

写
真（
上
）を
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）処
理
で
カ
ラ
ー
動

画
化
し
た
映
像（
下
）を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲ 博物館に無事到着。６０年以上経過したとは思えないコン　
　ディションを保つ車両を慎重に搬入しました。

　4月22日（水）特別展「昭和100年と吉田
増蔵」の展示のため大分県豊後高田市「昭
和の町」の「駄菓子屋の夢博物館」から三輪
自動車「ミゼット」が博物館に到着しました。

　5月8日（金）内閣官房の「昭和100年」関
連施策推進室から堀内参事官補佐が特別
展見学のため来館しました。吉田増蔵関連
資料の熟覧など町の先人の功績について
詳しく知っていただく機会になりました。

４・５月の業務日誌から

昭
和
100
周
年　
み
や
こ
町
制
20
周
年
記
念
特
別
展

「
昭
和
1
0
0
周
年
」
と
吉
田
増
蔵

◆ 

講
座
・
教
室
・
催
し
物
ガ
イ
ド

 
６
月
の
歴
史
講
座

◆ �「
博
物
館
」を
通
じ
て
郷
土
の
歴
史
や

人
物
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
？

【漢
詩
紀
行
講
座
】

　
６
月
６
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
古
文
書
講
座
】

　
６
月
13
日
（
土
）
10
時
～

【
古
典
か
な
講
座
】

　
６
月
20
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
み
や
こ
学
講
座
】

　
６
月
27
日
（
土
）
10
時
～

※
日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
見
学
会
等
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

博
物
館
友
の
会

　
博
物
館
の
様
々
な
活
動
へ
の
協
力
・
援

助
を
目
的
に
、
講
演
会
や
史
跡
巡
り
な
ど

の
研
修
活
動
（
バ
ス
ハ
イ
ク
な
ど
）
を
行

い
な
が
ら
会
員
の
親
睦
や
情
報
交
換
な
ど

を
通
じ
て
町
内
や
京
築
地
域
の
考
古
学
、

民
俗
学
な
ど
を
楽
し
く
学
ぶ
会
で
す
。

文
化
遺
産
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
み
や
こ
町
は
、
数
多
く
の
古
墳
を
は
じ

め
古
代
に
は
現
在
の
県
庁
に
あ
た
る
「
国

府
」
が
置
か
れ
る
な
ど
、
北
部
九
州
に
お

け
る
拠
点
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
特
に

重
要
な
遺
跡
が
集
中
す
る
町
で
す
。
ま
た

夏
目
漱
石
門
下
で
小
説
「
三
四
郎
」
の
主

人
公
の
モ
デ
ル
や
「
N
E
C
」
の
創
業
者

な
ど
、
様
々
な
分
野
で
功
績
を
残
し
た
人

物
を
輩
出
し
た
町
で
も
あ
り
ま
す
。
町
内

外
の
見
学
や
来
館
者
な
ど
を
対
象
に
、
町

の
史
跡
や
人
物
な
ど
の
文
化
遺
産
の
す
ば

ら
し
さ
を
伝
え
る
ガ
イ
ド
を
養
成
す
る
講

座
で
す
。

会
期
：
６
月
21
日
（
日
）
ま
で
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　博物館ホールのシアター前には
映画「ALWAYS 三丁目の夕日」で実際の撮影に使
用された三輪自動車「ミゼット」と７０年代のバイク「モ
ンキー」を展示しています。またシアターでは「昭和
のみやこ町」を撮影した写真をＡＩの技術でカラー、
　　動画化した映像を見ることができます。

　全長１０ｍに及ぶ「みやこ町１００年年表」でこの
町の１００年を振り返ることができます。
　また吉田増蔵の生涯や故郷とのつながりを伺わせ
る資料をはじめ、元号「昭和」や「上皇陛下の称号・
名前」考案に関する資料を展示しています。

　特別展では館内に昭和３０年～５０年代の生活で使われた家電製品などを展示して、当時の生活空間をリア
ルに再現しました。また戦後復興の象徴である１９６４年開催の「東京オリンピック」で使われた聖火トーチや
ユニフォームなど貴重な資料を展示しています。（展示の内容は変更することがあります。）

「昭和１００周年と吉田増蔵」を
開催しています！是非ご来館ください！

特別展

（６月21日（日）まで！）


